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増加を続ける温室効果ガスの排出量と大気中濃度
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(IPCC AR6 SYR, Longer Report Fig.2.1a,b)



人間の影響によりすでに~1.1℃の地球温暖化
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(IPCC AR6 SYR, Longer Report Fig.2.1c,d)



温暖化が進むごとに
極端現象が増加する
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(IPCC AR6 SYR, Fig.SPM.2)

年最高気温の変化

年平均土壌水分量の変化

年最大日降水量の変化



海面上昇は
今後数千年続く
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温暖化を低く抑えれば
将来の海面上昇も
相対的に低く抑えられる

南極氷床が不安定化し
海面上昇が加速する
可能性を排除できない

(IPCC AR6 SYR, Longer Report Fig.3.4a)
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(IPCC AR6 SYR, Longer Report Fig.3.5a)

1.5℃の残余カーボンバジェットはもうすぐ使い果す

現在の排出量が続けば
2030年ごろにほぼ使い果す

現在のインフラを従来通り
使い続ければ1.5℃を超える



将来世代の経験する温暖化は今の選択に懸かっている
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(IPCC AR6 SYR, Fig.SPM.1c)


